第２学年　　道徳科学習指導案

　
１　主題名　　自分の言動に責任をもつ【Ａ－（１）自主、自律、自由と責任】
２　教材名　　「許せないよね」：出典「きみがいちばんひかるとき」
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値
自ら考え、判断し、それを実行に移すだけでなく、その言動に責任をもつことが道徳の基本である。したがって、あまり深く考えずに周囲に合わせて行動したり、自分の言動を他人に責任転嫁したりするのではなく、己の規範意識を高め、自らを律することができなければならない。
中学生の時期は、自我に目覚め、自主的に考え、行動することができるようになる。しかし、未熟であるため、自由の意味をはき違えて奔放な生活を送ったり、周囲の思惑を気にして他人の言動に左右されてしまったりすることも少なくない。また、自分の言動が周囲の人間にどのような影響をもたらすかということを深く考えずに行動してしまう姿も多々見られる。
自分の言動が、自身の将来や周囲の人間関係に影響を与えることを自覚させ、責任ある行動を意識させることが大切であると考える。
（２）ねらいに関わる生徒の実態
　　　　本学級の生徒は、男子１６名、女子１７名の計３３名で構成されている。男女ともに人前で話すことを苦手とする生徒が多く、授業中の挙手数は他学級に比べると圧倒的に少ない。級長や実行委員など、リーダーとなる生徒も控えめな性格であり、１学期は、生徒同士が進んで声をかけ合って行動する場面がほとんど見られなかった。そのため、教師がリーダーに耳打ちしたり、学級全体に声をかけたりしなければならなかった。
　　　　また、相手の許可なく、無断でＳＮＳ上に画像を投稿したり、「外泊は禁止」とわかっていながらも、その場の雰囲気に流されて外泊をしてしまったりする事案が起こっており、自身の言動に責任がもてていない状況が依然として続いている。

　　　　本時の学習を通して、よりよい人間関係を築いていくためには、自ら進んで行動することや、よく考えて責任をもって行動することが大切であることを改めて考えさせたい。
（３）教材の活用・指導の工夫
　　　　本教材は、教室内で千佳のボールペンがなくなるところから物語が始まる。それを見ていた沙弥が「誰かが盗んだんじゃないの」と無責任な発言をしたため、帰宅後、ＳＮＳ上で沙弥自身が怪しまれ、犯人扱いされることになる。これを見た千佳が腹を立て、主人公である「私」に賛同を求めてきた際、半信半疑であったが、「そうよね。許せないよね。」と返信してしまう。次の日、千佳と沙弥は修羅場を迎え、言い争いはエスカレートする。その過程で昨日無責任な発言をした「私」に非難の目が注がれるところでこの話は終わっている。
　　　　物語自体は「私」の視点で進んでいくものの、トラブルの原因は「私」だけでなく、沙弥や千佳にもあること、これらの人物に共通していることはいずれも無責任な言動をとっていることなどにも気づかせることで、責任ある行動の重要性に目を向けさせたい。
　　　　また、後日、ネットモラル教室の講師の方を招いて講演を開き、ＳＮＳを使う際には特に責任ある行動が必要であることをもう一度押さえたい。
４　本時の学習　　　　　　　　　　　
（１）ねらい　　自分の言動に責任をもつことの大切さについて考えを深め、責任ある行動を心がけようとする態度を養う。
（２）準備　　教師…スマホ、拡大した挿絵　　　生徒…教科書、プリント
（３）展開　
	時間
	生徒の学習活動と内容
	教師の支援・留意点と評価

	　３
１５
４０

	１　これまでにＳＮＳで失敗した経験を思い返す。
２　資料を読んで話し合う。

・ついみんなに合わせてしまった。
・沙弥を守ったら、自分が怪しまれる。
・あまり深く考えていなかった。

＜私＞
・半信半疑だったのに、千佳に同調してしまったこと。
＜沙弥＞
・盗まれたかどうかも分からないのに、「誰かが盗んだんだよ。」と言ってしまったこと。
・うつむきかげんに教室に入ってきてしまったこと。
＜千佳＞
・誰が言ったのかも分からないのに、盗まれたと決めつけてしまったこと。
３　本時のまとめをする。


・よく考えずに、その場の雰囲気に合わせて行動してしまうと、人間関係がこじれてしまうこと。
・確かな証拠もないのに、無責任な発言をすると自分が疑われてしまうこと。
・相手が誰だか分からない人が発信した情報をむやみに信じてはいけないこと。

	・生徒の意識がＳＮＳに向くように、「ＳＮＳをやったことがある人」「ＳＮＳで嫌な思いをしたことがある人」と投げかける。
・生徒が資料の内容を理解できるように、登場人物や場面を簡単に確認する。
・生徒の思考を深めるために、問題解決的な発問を提示する。
・生徒の発言が不十分な場合は、「どうしてそれがいけないの？」と理由を切り返すことで、トラブルの原因が無責任な言動にあることに気づけるようにする。

・生徒が「私」だけでなく、沙弥や千佳の言動にもトラブルの原因があったことに気づけるように、「沙弥には原因はないの？」と補助発問する。
・生徒から出た意見を焦点化するために、「この３人に共通していることは何だろう」と補助発問する。

・学級全体で生徒の考えを共有できるように、数名の生徒を指名して発言するよう促す。
［評］自分の言動に責任をもつことの大切さについて考えを深め、責任ある行動を心がけようとする態度を養うことができたか。
　　　　　　　　　　　　（発言・ノート）


	視点
	生徒の考えを深めるための手立てとして、問題解決型の主発問を提示したことは適切であったか。


どうして「私」は「許せないよね。」と返してしまったのだろう。





このトラブルの原因は何でしょう。





今日の授業を通して、あなたが学んだことは何ですか。








